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【概要】 

インドのイネ在来種であるカサラスから TGW6 遺伝子をクローニングしその機能を明らかにすることに成功した．広い

遺伝的なバックグラウンドにおいて収量性を向上させるため有用な遺伝子であると考えられた． 

【研究内容】 

 急速な人口の増加をささえるため，世界の人口の半数以上の主食であるイネの収量を飛躍的に

高めることが求められている．筆者らは，インドのイネ在来種であるカサラスから TGW6 遺伝子をクロ

ーニングしその機能を明らかにすることに成功した．この遺伝子は，インドール酢酸-グルコースの加

水分解活性をもつ新規なタンパク質をコードしていた．イネの品種のひとつ日本晴において，tgw6に

より合成されたインドール酢酸はシンクおよびソースにおいて抑制的に作用した．一方で，機能欠失

型変異をもつカサラス型の TGW6 はインドール酢酸を合成できず抑制は起こらなかった．そのため，

シンクでは胚乳細胞の数が増加し粒長が伸長した．それにくわえて，ソース能が向上することにより

粒重ならびに収量も増加した．TGW6 遺伝子は栽培化の過程において選抜の対象とされずに捨て

さられた“もったいない”遺伝子であると考えられた．事実，コシヒカリや NERICA などのさまざまな現

代品種は，カサラス型 TGW6 遺伝子のもつ機能的な変異をもたない．カサラス型 TGW6 遺伝子を

コシヒカリに導入した準同質遺伝子系統[NIL(TGW6)]では粒長や粒重が増加し，単位面積あたりの

収量は有意に増加した．これらのことから，TGW6 遺伝子は広い遺伝的なバックグラウンドにおいて

収量性を向上させるため有用な遺伝子であると考えられた．  
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